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04３月25日、おしか番屋にて「はまっこ朝市」が開催されました。
新鮮な魚介を買い求めるたくさんの人でにぎわいました。

はまっこ朝市



夢公園にて、避難訓練情報交流館で被災体験を聞く児童

　

鮎
川
小
学
校
で
は
、
防
災
教
育
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
月
一

度
、
様
々
な
想
定
で
の
避
難
訓
練
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
は
、
街
中
の
危
険
箇
所
を

確
認
し
な
が
ら
歩
き
、
公
園
で
遊
ん
で

い
た
時
に
地
震
が
発
生
、
津
波
が
来
る

と
い
う
想
定
で
の
避
難
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　

安
全
に
、
速
や
か
に
、
遠
く
へ
逃
げ
て

自
分
の
命
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
、

家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う

こ
と
を
先
生
か
ら
聞
き
、
み
ん
な
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
は
、
情
報
交
流
館
で
館
長
の

水
戸
さ
ん
と
伊
勢
先
生
か
ら
被
災
体
験

を
聞
き
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
先
生
の
辛
い
経
験
が

心
の
中
に
入
っ
た
」、「
自
分
も
波
を
見
て

い
た
。
自
宅
を
飲
み
込
ま
れ
た
の
を
見
て

い
て
、
命
が
助
か
っ
て
良
か
っ
た
と
改
め

て
思
っ
た
」と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
逃
げ
れ
ば
も
う
大
丈
夫
と

は
思
わ
ず
、「
一
番
高
い
場
所
へ
、
早
く

逃
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
学
び
ま
し
た
。

　

牡
鹿
半
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が

主
催
す
る
県
道
２
号
線
沿
い
の
ゴ
ミ
拾

い
活
動
が
、
３
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
網
倉
浜
・
清
水
田
浜
の
有
志
住

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

民
や
鮎
川
浜
の
婦
人
会

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
や
牡
鹿
半
島

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関

わ
る
60
名
近
く
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動

週
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
女
川
消
防
署
牡
鹿

出
張
所
の
皆
さ
ん
も
清

掃
活
動
に
参
加
し
、
火

災
予
防
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
県
道
沿
い
の
清
掃

活
動
は
９
回
。
そ
の
う

ち
、
牡
鹿
総
合
支
所
で

回
収
・
処
理
し
た
５
回

分
の
ゴ
ミ
の
量
は
、
合

計
２
２
３
０
㎏
と
、
２

ト
ン
を
大
幅
に
超
え
る

量
で
し
た
。

県
道
清
掃
活
動

3/５
（日）

3/10
（金）

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る

鮎
川
小
学
校
避
難
訓
練

日付 ゴミの量
2016.3/27 560kg
2016.5/29 480kg
2016.9/11 450kg
2016.12/4 350kg
2017.3/5 390kg

合計 2,230kg

ゴミの収集量

　

５
回
分
で
２
ト
ン
を
超
え
る
た
め
、

全
９
回
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
４
ト
ン

近
い
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
何
倍
も
の
ゴ
ミ
が
道
路
脇

に
捨
て
ら
れ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

お
よ
そ
１
年
間
で

２
ト
ン
以
上
の
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ポ
イ
捨

て
さ
れ
る
ゴ
ミ
が
な

か
な
か
減
ら
な
い
と

い
う
の
は
悲
し
い
状

況
で
す
。

　

次
回
の
清
掃
活
動

は
５
〜
６
月
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域

の
た
め
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。



牡
鹿
半
島 

前
進
中
！

牡
鹿
半
島 

前
進
中
！第

３
弾

第
３
弾

　

東
北
で
初
の
催
し
と
な
る
「
芸
術
」、

「
食
」、「
音
楽
」
の
総
合
祭
で
す
。
リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
と
一
般
社
団
法
人
ap
バ
ン
ク
が
主
催
と

な
り
、
石
巻
市
内
や
牡
鹿
半
島
を
中
心

に
、
今
年
７
月
22
日
〜
９
月
10
日
の
51

日
間
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

地
域
振
興
や
復
興
に
つ
な
が
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
総

合
祭
の
目
的
で
、
そ
れ
ら
の
循
環
を
通

し
て
、
地
域
が
持
つ
魅
力
や
価
値
を
再

発
見
し
、
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

牡
鹿
半
島
で
は
、
桃
浦
・
荻
浜
エ
リ

ア
と
鮎
川
エ
リ
ア
を
中
心
に
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
特
に
桃
浦
・
荻
浜
エ
リ

ア
で
は
食
堂
や
案
内
所
な
ど
の
拠
点
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
、
会
期
中
は
、
音

楽
や
食
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
す
。
牡
鹿
半
島
を
舞
台
に
、
全
国

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
人
と
地
域
の
人
が
と

も
に
築
き
上
げ
て
い
く
総
合
祭
と
し
て
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

R
eb
o
rn
-A
rt F
estival 2

0
1
7

リ
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
？

〔資料提供・問い合わせ先〕
リボーンアート・フェスティバル事務局
  住所：石巻中央２丁目10‐３
  電話：０２２５‐９０‐４７２６
  URL：http://www.reborn-art-fes.jp

　

最
近
で
は
、
牡
鹿
半
島
で
の
総

合
祭
の
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
関

係
者
と
住
民
が
地
域
の
歴
史
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
話
す
会
が
、
荻
浜

と
鮎
川
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
ま
で
あ
と
３
ヶ
月
ほ
ど
。

こ
れ
か
ら
も
情
報
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ART

芸術

国内外から約 40 組の現代アー
ティストが参加し、石巻市街地、
桃浦・荻浜、鮎川の３つのエリ
アで作品発表・展示

作品設置イメージ図

　かつて段々畑として利用されていた里
山を活用するプロジェクトです。
　会員制・完全予約制の宿泊や研修施
設がつくられます。宿泊のほか、海から
山までの楽しみ方を学ぶ体験や海と山で
の暮らしの知恵を学ぶ場が提供される予
定です。

桃浦ビレッジ 2017.7月オープン予定

3月 10日に鮎川浜で開かれた
「鮎川のこと教えてください！」の様子

大小さまざまな規模の音楽イベ
ントを、石巻だけでなく松島湾
や女川などを含むエリアで開催

〔撮影：中野 幸英〕

MUSIC

音楽

昨年のイベントの様子

生産者や地元料理人、事業者
と連携し、食を通じて石巻の自
然、歴史、風土の中で育まれた
地元食材や食文化の魅力発信

浜のレストラン ( 仮 ) イメージ図

FOOD

食

　主に山鳥地域で５組のアーティストに
よる作品が展示される予定です。
　そのうちのアーティストの作品である鯨
をモチーフにした移動式トラックステージ
は、会期中、さまざまなエリアで開催さ
れる音楽イベントなどでも活躍する予定
です。

　牡鹿半島の案内所や浜のお母さんた
ちによる食堂「浜キッチン ( 仮 )」、公衆
トイレ、展示やイベントが行われる広場な
どが集まるエリアです。荻浜漁港の奥に
は、石巻や東北の食材をつかったシェフ
たちの料理が楽しめる「浜のレストラン
( 仮 )」ができる予定です。

荻浜

牡鹿ビレッジ 2017.7月オープン予定

桃浦鮎川

作品制作：Yotta

会場エリア

MAP

会場



「卒業式の歌」を歌う３年生

鮎川小学校

寄磯小学校

04 　　　　　ウグイスの声やぽこぽこと顔を出し始めた

ふきのとう。雪が少なく穏やかな冬でしたが、ようや

く訪れてきた春の陽気にホッとしています。

最後の昼食会　〔鮎川浜・湊川団地〕

こんなに大きくなりました !

牡鹿地区保育所 おわかれ会

卒業おめでとうございます

大原小学校

編集後記

　3 月 17 日は鮎川小学校と大原小学校の卒業式が、3
月19日には寄磯小学校の卒業式が行われました。
　2011 年の春、不安と期待の中で入学した皆さん。地
域の復興とともに、多くの人に支えられ、みんなで協力
し合って全校児童を引っ張っていく、たくましい６年生に
なりました。中学校でも、夢や目標に向かってあきらめ
ない気持ちを大切に過ごしてほしいと思います。

　３月12日、21名の生徒が牡鹿中学校を卒業しました。
　生徒会長・遠藤魁士君は、文化祭や部活動を通して充
実した中学校生活を送ってきたこと、先生の厳しくも愛情
に満ちた指導へ感謝し、「今までたくさんの心配をかけて
きましたが、僕たちを信じて温かく見守り、ここまで育て
てくれて、ありがとうございました。」と両親への感謝の気
持ちを伝えました。
　校長先生は卒業生に「困難があっても自身の夢に向かっ
て努力を重ねてほしい」と言葉を贈りました。

　湊川団地で毎月開かれていた昼食会ですが、仮設団
地集約にともない、3月17日が最後の会となりました。
　20 名近くが集まり、「ひとりではこんなに食べないけ
れど、みんなと一緒だと競って食べられる」という話し
の通り、並んだ４つの鍋がきれいになくなりました。来
月からは鬼形山団地で開かれることになります。
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